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く
ま
も
と
エ
コ
フ
ア
ミ
リ
ー
募
集

▼
地
域

の
貴
重
な
公

共
交
通
機
関
と
し

て

私
た
ち
と
と
も

に
歩

ん
で
き
た
南
阿
蘇
鉄

道
。
廃
線

の
危
機
を

乗
り
越
え
、
沿
線

町

村

や
地
元
住
民

の
皆

さ
ん
か
ら

の
出
資

に

よ

っ

て

第

ニ

セ

ク

タ
ー
鉄
道
と
し

て
運

地
球
に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い
亀
活
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
実
践
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
「く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
し
て
登
録
す
る
と
、
登
録
証

が
発
行
さ
れ
、
特
製
マ
イ
バ
ッ
グ
も
さ
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
み

キ
（
‐し
よ

つヽ
。

○
登
録
の
申
し
込
み
方
法

。
「
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言
」
を
県
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
（Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
可
）

。
「
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言
」
は
、
「く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ノ

ー
ト
」
（高
森
町
役
場
企
画
財
政
課
、
各
地
域
振
興
局
等
で
配

布
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
彊
ン
一ア
ス
ト
実
施

県
で
は
く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
第
４
回
目
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
中
で
、
平
成
１７
年
１２

月
か
ら
平
成
１８
年
２
月
ま
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
省
資
源
へ
の
取

り
組
み
結
果
や
取
り
組
み
内
容
、
工
夫
し
た
点
な
ど
を
応
募
用
紙

に
記
入
し
、
対
象
期
間
の
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の
領
収
書
の

写
し
を
封
入
し
て
４
月
３０
日

（日
）
（当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
県

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
申
し
込
み

・
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
先

〒
８
６
２
‐
８
５
７
０

（住
所
不
要
）

熊
本
県
環
境
政
策
課
環
境
立
県
推
進
室

「く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
係
」
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０
９
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３
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●

ガ
瀬井 琴実さん

野尻・川上 21歳

●お仕事

熊本空港の全 日空で働

いています。

●趣味
サッカー観戦。 ドライ
ブ。

●一番やりたいこと

友達と旅行に行っての

んびりしたい。

●理想のタイプ

思いやりがあって、男

らしい人。

行
を
開
始
し

て
２０
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

▼
も

し
仮

に
廃

線
し

て

い
た
ら
、
存
続

し

て

い
な
か

っ
た
ら
、
学
生

や
交

通
弱
者
の
足
が
制
限
さ
れ
過
疎

化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

観
光
客
の
足
も
制
限
さ
れ
地
域

経
済
も
悪
化
し
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
そ
ん
な

な
く
て
は
な
ら
な
い
南
阿
蘇
鉄

道
は
今
、
利
用
者
が
年
々
減
少

し
厳
し
い
経
営
状
況
に
陥

っ
て

い
ま
す
。

▼
九
州
新
幹
線

が

２
０
０
４
年

３
月

に
新
八
代

～
鹿
児
島
中
央
間
で
開
通
し
、

２
０
１
０
年
に
は
博
多
～
新
八

代
間
が
開
通
予
定

で
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
も
先
月
１８

日
に
光
の
森
駅
が
開
業
し
、
ま

す
ま
す
利
便
性
が
高
く
な
り
ま

し
た
。
▼
私
た
ち
の
手
で
残
し

た
私
た
ち
の
鉄
道
。
南
阿
蘇
鉄

道
を
守

っ
て
い
く
の
は
誰
で
も

な
い
私
た
ち
で
す
。

●

ハ
一

お姉ちゃんが大スキです。
これからも仲良くしてネ。

晏
♂

丹 ′秀晃くん
2歳

秀一さん

千代美さん
(色見・山鳥)

父 丹
母
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4/〔砂
中学校入学′」ヽ

式
どぎゃん会/朋
9:00～
もみ じ会/高
9100～

彊郎
野菊の会/朋
10:00～
友遊クラブ/芙
13:30^レ

:二|

3才児健診/高
13:30^v

16
消防団ポンプ繰
法大会/中
9:00～

4つ

:√

役場支払日

18 驚9
高森温泉館休館日
/温

20
友遊クラブ/美
13:30^シ

21
3か月児健診/
高 13:30～
パパ &ママセミ
ナー/高
19:00^‐

22

つQ
Lヽ ′ 量4 鬱鐘

贔 LIザ

役場支払日

27
友遊 クラブ/芙
13:30^シ

29

SO Э/ = 4

７
１

役場支払日

8
ヽ

月
′

´
嘔
ヽ
ヽ l③

法律相談/芙
13:00^ツ
土地・建物相談
/芙 13:00～

■
１
１

■
１
日 12 13

T akarnori alendar たかもリカレングー  ■4月 9日～5月 13日

朋…朋遊館
高…高森総合センター
美 ・芙蓉館

中・高森中央小学校
温・高森温泉館 潔

２０
周
年

昭和62年3月に完成した「高森駅」
町の玄関として多くの人を迎え、多くの人を送り出してきました。

●   ●
阿蘇市

ｎ
口
ｕ

高森町

西原村
南阿蘇村

[

口
躙
り

同
国
＝
ｕ

働
田
日

◎
走
り
続
け
た

２０
年
の
歳
月

●   ●
山都町

24時間電話を通して健康をお届けします。
4月 9日

4月 16日

4月 23日

4月 29日

4月 30日

5月 3日

5月 4日

5月 5日

5月 7日

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 内 科

藤 本 医 院

立 野 病 院

平 田 医 院

馬原 内科 医 院

立 野 病 院

寺 崎 医 院

T脱 62-3351

TEL 67-1777

T肌 67-0019

TEL 67-0020

TEL 68-0111

TEL 62-0216

TEL 62-0646

TEL 68-0111

TEL 67-1777

晰月曜日
思春期のうつ病

隋火曜日
中年期のうつ病

隋水曜 日
老年期のうつ病

隋木 曜日

本 当は怖い、 1まぎ しり、

くいしばり

隋金曜 日
PE丁検査はフ捕ヒか

躙」L曜日・ 日曜 日
性教育シリーズ⑥

子どもたちに大人気の「トロッコ列車」
◎ 4月のテーマ

健康問題を ヽ
24時間.    ′
曰薔わりで

お送りします.イ

国
鉄
高
森
線
を
引
き
継
い
で
誕

生
し
た
南
阿
蘇
鉄
道
。

阿
蘇
山
の
麓

。
南
郷
谷
の
町
村

間
フ

・
７
ｋｍ
を
結
ん
で
い
る
さ
さ

や
か
な
鉄
道
は
、
地
域
住
民
の
足

と
し
て
、
ま
た
は
南
阿
蘇
を
訪
れ

る
観
光
客
の
玄
関
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
１８
年
４
月
１
日
。
地
域
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
南
阿
蘇
鉄
道

は
開
業
２０
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

じ
し

い

ムロ
” 本096
´
Ｌ
ｒ
『

日 月 zk 木 全

: :. ・

年金相談/高
10:00へ 1́5:00

15

ハ
０

ヽ

・
　

　

　

・

`」

L

ヽ

'

根子岳

休日 診療は午前9時から午後5時まで

南阿蘇の雄大でさわやかな高原をゆつくりと運行します。

■

ヽ
■
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わ
が
国
は
長
寿
国
と
し
て
誇
れ
る
位

置
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

下
万

で
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
国

民
医
療
費
や
介
護
保
険
給
付
費
等
社
会

保
障
費
が
急
速
に
増
大
し
、
将
来
安
定

し
た
運
営
の
確
保
が
困
難
な
状
態
と
な

る
た
め
、
現
在
見
直
し

。
改
革
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

高
森
町
の
目
標
と
課
題

町
で
は
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、
①

６５
歳
未
満
の
死
亡
者
を
減
ら
す

（早
世
予

防
）
、
②
介
護
保
険
の
対
象
者
を
減
ら
す

（障
害
予
防
）
、
③
医
療
費
の
軽
減

（医
療

保
険
の
安
定
化
）
を
目
標
に
、
そ
の
基
本

と
な
る
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
を

課
題
と
し
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

□
―
ム

（内
臓
脂
肪
症
候
群
）

動
脈
硬
化
か
ら
起
こ
る
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
、
腎
不
全
。
こ
れ
ら
の
引
き
金
と
な

る
病
態
と
し
て
、
肥
満

（内
臓
脂
肪
の
蓄

積
）
や
高
血
糖
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、

高
尿
酸
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
３
つ
以
上

の
病
態
の
重
な
り
が
あ
る
人
は
、
な
い
人

に
比
べ
３６
倍
も
心
疾
患
の
発
病
の
危
険
性

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
、
今
注
目
を
あ
つ

め
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
か
ら
こ
れ
ら
の
状
態
に
注
目

し
て
み
る
と
、
男
性
に
内
臓
脂
肪
が
原
因

と
思
わ
れ
る
有
所
見
者

の
割
合
が
多
く

な

っ
て
お
り
、
特
に
４０
歳
代
、
５０
歳
代
で

の
出
現
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

フ
年
度
有
所
見
者
わ
ず
か
に
減
少

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
に
見
逃
さ
れ
が

ち
な
生
活
習
慣
病
。
し
か
し
、
健
診
等
に

よ
り
自
分
の
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

早
期
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１７
年
度

健
診
結
果
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
危

険
因
子
の
重
な
り
が
多

い
人
の
割
合
は
、

２
８
７
人

（
１５

・
１
％
）
か
ら
２
５
９

人

（１４
％
）
と
わ
ず
か
に
減
少
し
ま
し
た
。

特
に
血
糖
の
検
査
項
目
で
あ
る
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
Ａ
ｌ
Ｃ
や
血
圧
、
悪
玉

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
尿
酸
値
の
減
少
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

１６
年
度
医
療
費
も
わ
ず
か
に
減
少

生
活
習
慣
病
に
注
目
し
医
療
費
の
変
化

を
み
る
と
、
件
数
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の

医
療
費
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
総
医
療
費
で
み
て
も
３
，
２
４
８
，

０
０
０
円
の
減
少
に
な
り
ま
し
た
。　
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
体
の
状
態
に
応
じ
早
め

に
対
応
し
て
い
る
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
動
脈
硬
化
か
ら
の
合
併

症
の

一
つ
で
あ
る
腎
不
全
は
件
数
、
医
療

費
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若

者
の
医
療
費
も
増
加
し
て
い
る
現
状
で
す
。

今
後
、
医
療
保
険
料
や
介
護
保
険
料
の

負
担
が
高
く
な

っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
早
め
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
合
併
症
を
予
防
し
、
よ
り

良
い
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

保

健

師
か
ら
あ
な
た
へ
の

‰
一
高
森
町
の
生
活
習
慣
病

‐
　
　
　
　
　
　
健
診
有
所
見
者

。
医
療
費
わ
ず
か
に
減
少

●

減
少
し
て
い
る
利
用
者

経
営
改
善
に
向
け

早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で

の
ダ
イ
ヤ
編
成
な
ど
、
地

域
密
着
型
の
公
共
交
通
機

関
と
し
て
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
て
い
る
南
阿
蘇
鉄

道
。
通
学
や
通
勤
利
用
と

し
て
、
ま
た
観
光
交
通
機

関
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担

っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
引
く
不
況
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
通
学

生

の
減
少
、
自
家
用
車

の

普
及
な
ど
に
よ
り
、
開
業

初
年
度
約
３７
万
人
だ

っ
た

利
用
客
は
、
平
成
６
年

の

約

４８
万
人
を
ピ

ー

ク

に

年

々
減
少
し
、
平
成
１６
年

度
は
約
２８
万
人
と
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
定

期
客
を
除

い
た
売
り
上
げ

の
約
２６
％
を
占
め
る

「
ト

ロ
ッ
コ
列
車
」
も
、
近
年

の
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
に

よ
る
運
休
な
ど
で
、
平
成

１６
年
度
は
前
年
度
に
比
べ

約
３
千
７
百
人
減
少
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
第
三
セ
ク
タ
ー

鉄
道
で
は
、
利
用
者
の
減
少

に
よ
り

一
部
廃
止
や
全
線
廃

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
鉄

道
も
あ
り
、
南
阿
蘇
鉄
道
も

決
し
て
他
人
事
と
は
い
っ
て

ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

沿
線
住
民
が
必
要
性
を

訴
え
存
続
し
た
南
阿
蘇
鉄

道
は
、
厳
し

い
経
営
状
況

に
陥

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
経

営
状
況
の
中
、
南
阿
蘇
鉄

道
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
企
画

に
取
り
組

み
、

利
用
者

の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。

例
え
ば

「
１
日
フ
リ
ー

キ
ッ
プ
」
。
立
野
～
高
森
間

の
各
駅
を
１
日
千
円
で
何

回
で
も
乗
り
降
り
で
き
る

キ

ッ
プ
で
、
水
源
地
め
ぐ

り
や
温
泉
め
ぐ
り
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
ビ
ー

ル
列
車

「南
鉄
列
車
で
レ
ツ

ツ

・
ゴ
ー

ゴ
ー

号
」
。

昨
年
の
７
・８
月
に
計
１１
便

を
運
行
し
、
参
加
者
か
ら

も
好
評
を
得
ま
し
た
。

そ
の
他
、
旅
行
会
社

ヘ

の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
ト

ロ
ッ
コ

列
車
の
団
体
客
誘
致
な
ど
、

経
営
改
善
に
向
け
会
社
と

し
て
も
最
善

の
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

２０
年

と

い
う

節

目
を

迎
え
た
南
阿
蘇
鉄
道
。
高

森
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

も
完
成
し
、
観
光
客
誘
致

に
向
け
機
運
も
高
ま

っ
て

い
る
い
ま
、
南
阿
蘇
鉄
道

を
も
う

一
度
盛
り
上
げ
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
観
光
客

の
み
な
ら
ず
、
沿
線
に
住

む
私
た
ち
の
積
極
的
な
利

用
も
必
要
で
す
。

国保疾患別医療費の推移 (5月 、12月分合算)

●

●   ●

※( )は小学生以下の運賃です。
※時刻表は先月号 (3月 号)に掲載しています。

健

康

市再詳象この

歴 史

◎昭和61年 4月
南阿蘇鉄道開業

↓
◎昭和 61年 7月
トロッヨ列車
「ゆうすげ号」運行開始

↓
◎平成4年 4月
日本一長い駅名として

中松～阿蘇下田

蘇水の生まれる

原駅」新設
年4月まで記録保持)

↓
◎平成5年 8月
阿蘇下田駅が温泉と駅

を併設した「阿蘇下田

城ふれあい温泉駅」に

改修

↓
◎平成10年 3月
日本宝くじ協会からの

助成によリレトロ列車
「宝くじ号」導入

↓

円
脳梗塞

件

枷

悧

１４０

切

枷

∞

ｍ

４０

２０

０

Hll H12 H13 H14 H15

女 計 女 計 計

20,000,000

18.000.0〔 〔

16.∞0.0∞

14硼0.000

12000.000

10,000,000

8,剛 ,〔XI

O(XX.剛

4.InO∞

2.囲
`〔

()〕

0

□

"
ル
arフ

↑く

輩

こもいっしょに混ぜる。

イ

巻

□作り方

ウルに卵を割 りとき、ちりめん

1つ まみ、溶ろけるチー

ズ 1枚

THE た ま ご (中垣恵理香さんの作品)

るチーズは細く切る。

パンを温め①を流し、②をの

き込みながら焼く。

□材料 (1枚分)

卵 1個、ちりめんじゃこ

すまいるフェスク

南阿蘇鉄道

●3。   _
三====0二

匡辟赳

運賃表

170(90)

200(100)230(120)

280(140) 230(120) 200(100)

280(140) 230(120) 170(90)330(170)
170(90)370(190) 330(1フ 0) 280(140) 200(100)

370(190) 370(190) 280(140) 230(120) 200(100) 170(90)

200(100) 170(90)410(210) 370(190) 330(170) 230(120)

410(210) 370(190) 330(170) 280(140) 230(r 20) | 230(t 2o)470(240) 470(240) 立  野

カロ 勢
阿蘇下田

■お問い合わせ先 南阿蘇鉄道株式会社 ■L62-1219
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Congrolul口 lions!る議南詳象ι

口」L_

崖

◎平成10年
「長陽駅」改修

高 ■1森

見 晴 台

阿蘇自川

申  松
白水高原

230(120) 長  陽 ‐‐■■二

理



田
一
一

カンガルーの会

◎体験保育・入学 ◎絵本の読み聞かせ など

作家」コースの児童が、高森保育園、

色見保育園、高森幼稚園に絵本の読み

間かせに行きました。

0 (子どもの連携)

高
森
・色
見
地
区
の
ベ
ッ
ト
ボ
ト

ル
及
び
小
金
属
の
収
集
日
変
更

４
月
１
日
か
ら
高
森

・
色
見
地
区

の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
小
金
属
の
収
集
日
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
ｃ

Ｏ
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル

毎
月
第
４
金
曜
日

〇
小
金
属

毎
月
第
４
火
曜
日

目
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

新
川
田
代
橋
開
通

県
道
津
留

・
柳

線

の
新
川
田
代
橋

が
３
月
９
日

（木
）

に
供
用
開
始
さ
れ
、

同

日
、
地
元
駐
在

嘱
託
員
や
野
尻
保

育

園

児

な

ど

約

１
０
０
人
が
出
席

し

て
開
通
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今

後
、

野

尻

・

津
留
地
区

の
ま
す

ま
す

の
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

施 日又 名

高森中学校屋内プール

※運動場については無料とする。
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●
もえ

蔓百〃り者姿(保
護者の連携)

熊
本
県
で
は
、
平
成
１４
年
度
に

「肥
後
っ
子
か
が
や
き

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
そ
の
中
の

一
つ
の
施
策
と
し
て
、

小
学
校
教
育
へ
の
移
行
を
円
滑
に
す
る
た
め
保
育
園

・
幼

稚
園
と
小
学
校
と
の
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●●

学ヽ校を訪問
一人学び週間

などさまざまな
取り組みの話

を間きま
し、

レビ
°ノ

″た _~・ノ
一 ブ l 十二

∪ ム_0した。その後
、ノ

ム を実施しまブ
~

つ

柔道場

剣道場

大人 (高校生以上 )
子ども (中学生以下)
幼児 (小学生未満)

● 畜

ホぶヽカ

晰●

４
月
１
日
改
正

町
立
小
・中
学
校
施
設
等
使
用
料

４
月
１
日
か
ら
町
立
小

・
中
学
校
施
設

等
の
使
用
料
が
左
記
の
と
お
り
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

漑
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
教
育
委
員
会

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
４
２
）

全
国
少
年
柔
道
大
会

第
４
回
熊
本
県
予
選
大
会

３
月
５
日

（日
）
、
山
鹿
市
総
合
体
育

館
で
全
国
少
年
柔
道
大
会
第
４
回
熊
本
県

予
選
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

０
３
年
の
部
中
量
級

４
位
　
本
田
　
龍
生

０
４
年
の
部
中
量
級

優
勝
　
津
留
　
恒
星

０
５
年
の
部
中
量
級

５
位
　
本
田
　
雄
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
平
成
１８

年
度
の
登
録
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

○
参
加
資
格

高
森
町
内
に
住
所
を
有
す
る
職
場
や
地

域
で
の
チ
ー
ム
等

○
登
録
料

チ
ー
ム
登
録
料
…
５
，
０
０
０
円

個
人
登
録
料
…
人
数

×
１
，
０
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
…
人
数

×
１
，
５
０
０

円

（加
入
者
は
不
要
）

※
登
録
料
は
、
年
４
回
開
催
予
定
の
大
会

運
営
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

○
登
録
受
付
　
４
月
２８
日

（金
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（役
場
内
）

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（馬
原
孝
平
）

200円

],000円

200円
]00円
無  料

脅't

嫁

饉

単 位 区 分

高森中央小学校体育館 600円
使 用 料

半面使用 300円
高森東小学校体育館 200円
高森東中学校体育館

高森中学校体育館
]時間

高森東中学校グラウン ド

夜間照明
]時間

]日

]7年度と平成 ]8年度の 2年間、このモデ

デリレ推進

ン』の施策の一

の指定を受け、

もの心身の健やか

、下記の 4
る教育環境

,7年 3月に策定した高

「

~き
デ
IF可

す。

TI六lmlkl鰈1鶉|1颯酢1彊鐘評1彗RMATI □ Лｕｒ

一
一
口
一

ム

マ

・ ■口 ‐」
.―

――
ロロ 」

は庄I=島

鑽

日

翻
L

言 "

たがゃ

群ずつ讐簸(教職民の緒終~ベミンヽ ノ
◎職墨合籠研修会

など

ヽ

鰭

.1暉

亀、そ４

ミな

′ _
∪

`大

′ _
W/こ 。

綺
■

●
１

１

′
　
ら

Ｌ
ｒ
ヽ

た
１

田

椿蘭 趨

こミ考の
強 リ

など

:‐

l

L

1森1町次世代育成支援行動計画『風ま

現在、高森中央小学校区 (高森保育園・色見保育園・

森幼稚園・高森中央小学校)がその活動に取り組んでおり、
今年度もさまざまな事業展開を行つていく予定です。

′
４

河地

全面使用



「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装

っ
て
、

「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
偽

者
Ｄ
Ｍ
（ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
や
携
帯
メ
ー

ル
等
を
送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名

目
で
お
金
を
編
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為

を
「貸
し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。
被
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

「
編
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条
」

。
第

一
の
ポ
イ
ン
ト

取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然

送
ら
れ
て
く
る
、
「
お
金
を
貸
し
ま

す
」
と
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

（Ｄ

Ｍ
）
・
携
帯
メ
ー
ル
等
に
注
意
。
（低

金
利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸
し
付
け

る
か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
）

。
第
二
の
ポ
イ
ン
ト

融
資
を
す
る
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
口

実
で
お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と
す
る

手
口
に
注
意
。
（保
証
料
、
保
険
料

な
ど
の
名
目
で
必
ず
お
金
を
要
求
し

て
き
ま
す
）

。
第
三
の
ポ
イ
ン
ト

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

「貸
し
ま
す
許
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ＴＥＬ

０

３

‐

５

３

２

０

‐

４

７

７

５

（東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

※
平
日

一
午
前
９
時
～
１２
時
、
午
後
１

時
～
４
時
３０
分

※
夜
間
・休
日
は
、
留
守
番
電
話
の

「受

付
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
鯉

の
ぼ
り
は
、
大
空
に
雄
々
と
泳
が
せ
た
い

も
の
で
す
。

そ
の
た
め
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎
鯉
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ

た
と
こ
ろ
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

◎
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る
と
き
、

倒
す
と
き
は
、
電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
万

一
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か

っ
た

場
合
は
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取
ら

ず
に
、
最
寄
り
の
九
州
電
力
株
式
会
社

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
株
式
会
社
大
津
営
業
所

ＴＥＬ

０

９

６

１

２

９

３

‐

３

３

１

１

へ
送
付
し
ま
し
た
。

５
月
１０
日
か
ら
５
月
２２
日
ま
で
に
県
内

各
地
で
集
合
受
付
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
「
労
働
保
険
概
算

・
確
定
保
険
料
申

告
書
」
を
作
成
の
う
え
集
合
受
付
会
場
で

申
告
さ
れ
る
方
法
の
他
、
熊
本
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
、
も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代

理
店
の
金
融
機
関
か
郵
便
局

へ
も
同
時
に

申
告

・
納
付
も
で
き
ま
す
。
年
度
更
新
手

続
き
を
怠
り
ま
す
と
、
「
国
」
で
保
険
料

を
決
定
す
る
ほ
か
、
追
徴
金
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
申

告

・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
労
働
保
険

（労
災
保
険

上
雇
用
保

険
の
総
称
）
は
、
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除

い
て
、　
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
場
合
は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
制
度
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
労

働
保
険

へ
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て

な
い
事
業
主
の
方
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ヮ
ー
ク

（公
共

職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談
の
う
え
、
速
や
か

に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

ＴＥＬ

０

９

６

１

２

１

１

１

１

７

０

２

ビ
ジ
ネ
ス
バ
ン
コ‐‐‐´
技
能
講
習

会
（３
級
課
程
）
受
講
者
募
集

○
日
　
時

●●

５
月
１３
日
～
７
月
２２
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日

（１１
日
間
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所

母
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら
ゆ
り
会
館

（熊

本
市
錦
ヶ
丘
）

○
定
　
員

３０
人
程
度

○
受
講
資
格
（次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方
）

・
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦

・
就
業
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得
の

必
要
の
あ
る
方
で
、
講
習
の
全
日
程

に
出
席
で
き
る
方

○
受
講
料

無
料

（た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定

試
験
の
検
定
料
は
自
己
負
担
）

○
申
し
込
み
方
法

高
森
町
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
締
切

一
４
月
２５
日

（火
）

○
そ
の
他

本
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
技
能
講
習
会
の
受

講
者
は
、
平
成
１８
年
度
の
家
庭
生
活
支
援

員
養
成
講
習
会

（ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
１
２
級
課

程
準
拠
。
６
月
～
８
月
実
施
予
定
）
は
受

講
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

Ｍ
お
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業

・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

５

１

１

８

７

７

７

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

３

３

１

２

２

２

９

●
■■■■■■■

■ヨ
■■■■■■■■

口■』

“

哺ロロ

森
‥
　
　
　
　
　
　
ヽ
●

東
熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新
に
必
要

な
書
類
を
４
月
１
日
ま
で
に
事
業
主
の
方

●

′日
17根平

成

部
保
育

保
育
園
１９
年
４
月
に
草

園
、
草
部
北
部

、
野
尻
保
育
園
、

●

河
原
へ
き
地
保
育
園
が

統
合
し
て
高
森
東
保
育

園
が
開
園
し
ま
す
。

現
在
、
高
森

東

学
校

正
門
前

に
建

設

中

の
保

育

園

は
、
本

造

平
屋
建

て
延

べ
面

積
３
３
４
・
８
２
面
を

予
定

し

て
お

り
、
全

園
児
室
に
床
暖
房
を
完

備
。
ま
た
、
子
育
て
支

援

コ
ー
ナ
ー
や
多

目

的
ホ
ー
ル
も
併
設
し
ま

す
。開
園
後
は
、
延
長
保

育
、　
一
時
保
育
等
を
は

じ
め
、
子
育
て
支
援
事

業
も
取
り
組
む
予

隆^
睡
園

ε
∩0

平
成
‐９
年
４

■
日
■
■
■

■

■
■
■
■
口

■

車寄せ

建設予定地

物入4 物入4

風除室
―
―
輝
‐

医

玄関

調理室

倉庫

＝
Ⅶ
＝
到
―

乳見室

事務室 広像

ヽ
■

‐

ヽ

―

‥

多目的ホール 援

一

支
■
て

一

書
【
コ．

子

‥

1   手沈ヽ`

物入2

廊下

物入3

‐→卜‐

泉

聾脱裸肯自|

本11

保育室
日
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】ヨ
ト
一Ｉ
Ｆ

介
護
保
険
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

要
介
護
度
の
区
分
が
新
し
く
な
り
、

新
予
防
給
付
が
創
設

「
要
支
援
１
」
「
要
支
援
２
」
と
い
う
新

た
な
区
分
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
区
分
に
認

定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
状
態
を
改
善
し

悪
化
を
防
ぐ

「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

（新

予
防
給
付
）
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
利
用
者
の
で
き
る
こ
と
を

増
や
し
な
が
ら
心
身

の
状
態
を
改
善
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
ｃ

”
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
創
設

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
介
護
や
医
療
だ

け
で
な
く
地
域
全
体
で
高
齢
者

一
人
ひ
と

り
の
生
活
を
総
合
的
に
支
え
て
い
く
体
制

が
必
要
で
す
。

そ
の
体
制
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

口
介
護
保
険
料
改
正

今
回
、
平
成
１８
年
度
か
ら
２０
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
を
改
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
な
ど
か
ら

介
護
給
付
費
の
伸
び
を
見
込
ん
で
算
出
し

た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
介
護
保
険
の
各
サ
ー
ビ
ス

費
用
は
介
護
保
険
料
に
大
き
く
関
係
し
ま

す
。つ
ま
り
、
介
護
保
険
料
の
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
正
し
く
理
解
し
、
正
し
く
使

う
こ
と
が
介
護
保
険
料
の
こ
と
に
限
ら
ず
、

介
護
保
険
制
度
の
真
の
発
展
に
も

つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
３
）

史碁

う
す
ぐ

切
ね

エ

渡
辺
　
雲
海

林
　
　
不
忘

上
井
加
根
女

松
山
キ
ヨ
子

佐
楢
見
乱
坊

佐
藤
多
可
雄

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

森
川
そ
よ
子

後
藤
　
信
子

桐
原
　
白
酔

後
藤
　
愛
子

岡
本
　
琴
司

よ
う
で
け
た
　
議
事
堂
も
あ
る
雪
祭
り

親
切
ね

ェ
　
家
の
旦
那
と
大
違
い

よ
う
で
け
た
　
答
は
俺
が
教
え
た
つ

国
際
化
　
婦
も
気
に
す
る
円
相
場

親
切
ね

ェ
　
あ
れ
じ
ゃ
背
中
は
向
け
ら
れ
ん

ＧＥ
　
　
　
親
切
ね

ェ
　
同
じ
痛
み
の
判
る
か
い

ＰＡ
　
　
　
ょ
う
で
け
た
　
名
人
芸
の
一黎
普
請

ＲＹ
　
　
　
親
切
ね

ェ
　

一
と
声
か
く
る
赤
バ
イ
ク

Ｔ
・∝
　
　
　
親
切
ね
ェ　
つ
ん
の
う
て
道
教
え
ら
す

Ｐ
　
　
　
親
切
ね

ェ
　
釣
果
料
ッ
て
配
ら
し
た

土
俵
の
金
も
堀
り
上
手

降
り
る
切
符
の
見
つ
か
ら
ん

い
つ
か
ら
そ
ぎ
や
ん
仲
だ
ろ
か

●   ●

●   ●

も
う
す
ぐ
　
嬉
し
い
辞
令
な
ら
良

工
が

こ
の
径
は
た
ま
に
来
る
径
草
萌
ゆ
る

約
束
の
日
取
り
変
更
春
の
雪

下
校
の
子
等
声
重
な
り
て
日
脚
伸
ぶ

阿
蘇
び
と
に
早
春
寒
波
厳
し
か
り

阿
蘇
晴
れ
て
少
し
遅
め
の
初
音
聞
く

雛
飾
る
ゆ
と
り
も
無
き
と
ぐ
ち
る
人

鶯
の
鳴
き
真
似
上
手
男
の
子

軽
や
か
に
ピ
ア
ノ
流
れ
て
春
隣
り

天
の
春
地
の
春
交
ぜ
て
舞
ふ
風
車

近
寄
り
つ
離
れ
つ
春
の
も
ど
か
し
さ

セ
ー
タ
ー
の
春
の
色
な
り
絵
の
具
と
く

浦
塚
　
南
天

弥
永
　
ふ
き

内

田
　
フ
ミ

桐
原
　
寿
子

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子

松
岡
　
典
子 ※特別徴収は年金支払い時に2ヶ 月分ずつ年金から天引きします。

※普通徴収は年金から天引きできない方で、 5月 ～ 12月 の 8期 に分けてお支払いいただきます。 (5月 と6月 は平成 17年度の月額を基に
して仮徴収します)
※第 4・ 5段階の方で保険料段階が急激に上昇した場合、「激変緩和策」により、平成 18～ 19年度の保険料はこのとおりではなく安くな
ります。申請は不要で自動的に計算します。詳細についてはお尋ねください。
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[住 所]

高森・上 町

芹 口・芹 口

高森・下 町

[死亡者]

石坂 テル
林  哲夫
本田喜兵衛

[年齢]

84

78

75

[御遺族]

石坂 洋一
林 トシ子
本田 利夫

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>桐原 平治
津留 睦夫
石坂 洋一

本田 利夫
林 トシ子

おくヤみもうにあげます
2006年 2月 受付分 (敬称略)

つ
θ

ク

■広報送料寄付

岩下 正男 (埼玉県三郷市 )
林  裕文 (東京都府中市)
林  敬昌 (熊本市国府 )
梅崎貴美子 (大阪府柏原市 )

ク

つ

..Ctl

1(D-0)

肥

後

狂

句

卯
　
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

第3期 (平成18・ 19020年度)介護保険料 (単位 :円 )

料 算 定 基 準

生活保護受

給者、老齢

福祉年金受

給者であっ

て、世帯全

員が住民税

非課税の場
△
[コ

世帯全員が

住民税非課

税で、本人

年金収入が

80万 円以
下であつて

年金以外に

所得がない

者

世帯全員が

住民税非課

税の場合

世帯のだれ

かに住民税

が課税され

ていて、本

人は住民税

非課税の場
△
口

本人が住民

税課税で前

年の合計所

得 金 額 が

200万 円
未満の場合

本人が住民

税課税で前

年の合計所

得 金 額 が

200万 円
以上の場合

係 数 基本額×0.5 基本額×0.5 基本額×0.75 基本額 基本額×].25 基本額× 15

3期介護保険料 (月額 )
(平成 18～ 20年度)
第

],950 ],950 2,925 3,900 4,875 5,850

年  額 月額×12 23,400 23,400 35,100 46,800 58,500 70,200
特別徴収 月額×2 3,900 5,850 7,800 9,750 ]1,700
普通徴収 年額,8 2,925 2,925 4,388 5,850 7,313 8,775

平成 18年 2月 28日現在

の人口
人口/7,546人 (-4)
男性/3,583人 (-5)
女性/3,963人 (+1)
世帯/2,721戸 (+10)

句

（高
森
菜
の
花
句
会
）

Ｌ
卜
ｒ
＝
υ

‐

「

■
:・

‐

::・

・・・・ ~‐ ‐・・

1

L=Li

`

,

■ _

勁1雌 .

・ ■ _|||

囲回囲彊 1葉 6段階

3,900

□
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亀
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鰺ずヽ
υ
‐γ‐コヽ際・

古
道
を
た

幼
か

っ
た
頃

父
に
連
れ
ら

を
た
ど
り
、
れ思
い
出
す
の

の
背
に
ゆ
ら
れ
、
あ
ま
り
の
寒
さ

に
泣
き
出
し
、
そ
の
家
の
庭
を
飾

る
か
の
櫻
舞
う
日
、
「
ご
ち
そ
う

は
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
の
火

で
よ
け
れ
ば
」
と
、
通
さ
れ
た
か

ま
ど
の
暖
。
お
婆
さ
ん
の
あ
の
顔

を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

櫻
の
花
が
き
れ
い
だ
と
、
思
え

る
。
そ
の
愛
で
る
形
は
様
々
で
も

あ
り
、
鑑
賞
は
記
憶
に
な
く
、
む

し
ろ
電
車
の
窓
越
し
に
見
た
櫻
花

と
か
、
私
に
は
、
あ
の
寒
さ
の
中
、

こ
れ
が
ご
ち
そ
う
で
す
と
通
さ
れ

た
、
か
ま
ど
の
火
が
あ

つ
た
温
も

り
の
櫻
が
、
鮮
烈
な
思
い
出
で
あ

り
ま
す
。

私
達
の
国
で
、
櫻
の
花
が
咲
く

季
節
は
、
沸
き
上
が
る
水
蒸
気
が

空
を
覆
う
、
霞
み
の
時
候
で
あ
り

ま
す
。
澄
ん
だ
青
空
を
見
る
こ
と

は
出
来
ず
、
乳
白
色
の
空
に
と
け

込
ん
で
し
ま
う
、
古
来
よ
り
山
紫

育
て
た
風
土
と
、
万
葉
の

歌
人
が
愛
し
た
吉
野
の
櫻
。
決
し

て
華
や
か
さ
だ
け
で
な
く
、
わ
び
さ

び
を
感
じ
さ
せ
る
そ
の
件
ま
い
は
、

吉
野
の
山
の
高
度
差
か
ら
き
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

天
高
く
、
澄
ん
だ
青
空
と
強
い
太
陽

光
が
、
原
色
に
輝
く
秋
の
紅
葉
を
、

一
層
映
え
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
赤
と
か
黄
色
の
紅
葉
に

は
、
澄
み
渡

っ
た
青
空
を
背
景
と

し
て
こ
そ
、
美
し
い
と
思
え
る
の

で
あ
り
ま
す
。
曖
味
な
色
と
、
は

つ
き
り
と
し
た
原
色
が
す
み
分
け

て
い
る
、ふ
る
さ
と
。
舞
う
櫻
花
に
、

四
季
が
も
つ
凛
と
し
た
う

つ
ろ
い

が
、
私
達
の
愛
で
る
心
を
育
て
た

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

櫻
。
無
風
時
に
舞
い
散
る
そ
の

速
度
は
、
秒
速
５０
セ
ン
チ
で
あ
る

そ
う
で
あ
り
ま
す
。
や
が
て
見
る

こ
と
が
出
来
る
ホ
タ
ル
が
舞
う
速

度
と
て
、
そ
う
で
あ
る
そ
う
で
あ

●

千
成
１８
年
度
は
人
事
野
尻
の
一部
を
調
査
し
ま
す

ヽ
つ

、
′Ｌ

こ
の
頃
か
ら

曖
味
な
櫻
色

・は
、
乳
白
色

●

●

り
ま
す
。
し
か
し
す
べ
て
の
櫻

・

ホ
タ
ル
等
が
そ
う

で
あ
る
わ
け

は
、
な
い
の
で
あ

っ
て
、
も
し
も

船
旅
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
島
々
を
訪
ね
ら
れ
る
機

会
が
あ

つ
た
ら
、
見
る
こ
と
が
出

来
る
ホ
タ
ル
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
か
と
思
う
ほ
ど
、
そ
の
点
滅

が
大
き
く
は
っ
き
り
と
し
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
地
に
住
み

そ
の
ホ
タ
ル
し
か
知
ら
な
い
人
達

は
、
曖
味
な
点
滅
を
す
る
日
本
の

ホ
タ
ル
を
み
て
、
ど
の
よ
う
に
思

う
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

櫻
舞
う
秒
速
５０
セ
ン
チ
の
速
度
、

そ
し
て
初
雪
の
頃
の
ボ
タ
ン
雪
。
自

ら
を
振
り
返
り
、
相
手
を
思
う
に
足

り
う
る
秒
速
で
あ
る
そ
う
で
あ
り
ま

す
。
も
の
悲
し
く
も
あ
り
、
人
恋
し

く
な
る
初
雪
。
優
し
く
な
れ
る
、
秒

速
５０
セ
ン
チ
の
速
度
は
、
「紫
」
を

尊
い
と
す
る
感
性
を
育
て
た
、
湿
度

か
ら
き
て
い
る
、
「
や
さ
し
さ
」
の

速
度
で
あ
り
ま
す
。

心ヽ
の
速
度
を
育
て
た
ふ
る
さ
と
の

風
土
。
け
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

よ
う
に
、
封
を
開
け
た
、
何
日
も
の

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
が
湿
気
ら
な
い
国

で
は
理
解
し
が
た
い
、
感
性
。
「
山

紫
水
明
」
は
、
私
達
の
ふ
る
さ
と
が

育
て
た
、
か
け
が
え
の
な
い
こ
の
大

自
然
か
ら
の
贈
り
物
。
素
晴
ら
し
い

日
本
語
で
あ
り
ま
す
。

●

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
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平成 18 行われる調査区域

町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
昭
和
５４
年
度
か
ら

「地
籍

調
査
」
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
高
森

・
色
見
地
区

の
全
域
と
大
字
河
原

・
大
字
尾

下

・
大
字
津
留
の
調
査
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
大
字
野
尻
の

一
部

を
調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
う
え
で

最
も
重
要
な
こ
と
が
境
界
の
確
認

作
業
で
す
。
土
地
の
所
有
者
で
あ

る
皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
、

こ
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
毎
年

実
施
す
る
地
区
か
ら
推
進
委
員
を

選
ん
で
い
た
だ
き
、
本
事
業
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。

①
土
地
の
境
界
確
認
と
杭
う
ち

調
査
前
に
境
界
を
中
心
に
１
・
５

メ
ー
ト
ル
幅
内
の
竹
木
伐
採
や
草

刈
り
を
行
い
、
測
量
が
し
や
す
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
当
日
は
、
隣
接
所
有
者
と

立
会
確
認
の
う
え
、
筆
界
杭
を
曲

が
り
角
に
し

っ
か
り
打
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

②

一
筆
調
査
に
は
必
ず

立
ち
会

い
を

隣
接
所
有
者
と
の
話
し
合
い
が

つ
か
ず
境
界
が
決
定
し
な
い
場
合

は
、
筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
さ

れ
る
た
め
、
調
査
完
了
後
は
個
人

の
費
用
で
測
量
を
行
い
境
界
を
決

定
し
て
、
登
記
所
に
申
請
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

円
滑
な
調
査
を
進
め
る
た
め
に

も
、　
一
筆
調
査
の
立
ち
会
い
に
は

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
当
日
、

本
人
が
立
ち
会
い
で
き
な
い
場
合

は
委
任
状
を
提
出
の
う
え
、
代
理

人
の
立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
地
区
説
明
会

■

②

一
筆
地
調
査

（杭
打
ち
）

③
測
量■

④
面
積
測
定

⑤
地
籍
簿

・
地
籍
図
の
作
成

三

⑥
本
閲
覧
■

⑦
知
事
の
認
証

■

③
登
記
所
送
付

※
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く

の
は
①
②
⑥
で
す
。
そ
の
都

度
通
知
し
ま
す
。

※
①
か
ら
③
ま
で
に
約
２
年
か

か
り
ま
す
。

魃
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
籍
調
査
係

ＴＥＬ

６

２

‐

１

１

１

１

（内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

皆
さ
ん
の
協
力
で
円
滑
な
調
査
を

◎今年度の調査地区

大字野尻の

廣追、胡桃原、迫窪、向田、下立岩、

上立岩、灰追、蔵地谷、中尾羽根、

初馬谷、松尾、後迫、井ノ上、山ノ上、

水上、楢ヶ迫、辻山、蔵地、下山中t

松ノ本、仁田山、辻原、上長迫、下長迫、

下蜂窪、上蜂窪、上赤迫、下赤迫、馬立
※ 4.10平 方キロメー トルを調査する予定です。

り
、
草
部
に
至
る
。
　

と
詠
ま
れ
た
の
が

の
叔
父
と
、

で
あ
り
ま
し

よ

っ
た
道

を
美
し

い

圃ヽ
１
ノ

／
ソ

櫻の花

転
勁

勝

虔

「

・

L

″ ■

●11●
=‐
烙
‐

・|

曇
|

應■‐1

鼈‐
鶴
里薯

曇昌

‐・ |■■|

牛神神社

田

固
― ―

士ル~…

下

こ
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
ま
す



0

差
別
の
な
い

″人
権
の
世
紀
ク
に

身み正たな
る
よ
う
に

し
い
知
識
を

に

人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
と
は
？

人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進

に
関
す

る
法
律

（人
権
教
育

・
啓
発
推
進
法
）
は
２
０
０
０
（平
成
１２
）
年
１２
月

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
国
民
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

0

う
ち
に
届

い
た

一
冊
の
冊
子
か
ら
お
母
さ
ん
と
お

は
な
し

　

は
じ

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
こ
ん
な
話
を
始
め
ま
し
た
。

0

第18回

新酒とふるさとの
味まつり 高森の「食」をPR
2月 11日 から3月 12日 まで町観光協会主催による「第18

回新酒とふるさとの味まつり」が開催されました。

期間中の土 。日曜日には、高森温泉館、食膳渡辺、高森

田楽村、花門、たかもり花高原、山見茶屋の6会場で「早春

の味に舌つづみ」が行われ、それぞれ店自慢の料理と期間

限定寒造り新酒が振る舞われました。

3月 5日 に行われたたかもり花高原では、参加者約50人

がジャズを楽 しみながら、新酒やなべを堪能。皆さん大満

足の様子でした。

3月 12日 には、メインイベントとして高森駅前公園で「ラ

ス トイベント」が行われ、あいにくの雨にもかかわらず、

約3,200人の人出でにぎわいました。

観光協会の会員をはじめ個人や団体の皆さんからたくさ

んの出店があり、阿蘇のあか牛のくし焼 きや田楽、町観光

協会が新たな特産品として開発中の阿蘇おやきなど多彩な

品々が並びました。

また、ステージ上では風鎮太鼓の演奏や高森阿蘇神社神

楽の公演、阿蘇味噌つめ放題も行われ、大盛 り上がりの一

日でした。

′ σ

●   ●

●   ●

〆

0
※人権教育及び人権啓発の推進に関する法律

0

す
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
し
ら
。

だ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

た
だ
そ
っ
と
し
て
お
け
ば

な
く
な
る
と
考
え
て
い
る

ん
だ
ろ
う
け
ど
、
誤
っ
た

ち
し
き

　

へ
ん
け
ん

　

じ
　
　
　
　
じ

知
識
や
偏
見
を
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
身
に

つ
け
て
い
る
こ
と

よ

．

も

あ

る

わ
こ
す

そ
う
な
の
よ

大た
切t
ねつ

正
し
く

も

で
き

た

し

、

教
育

理
解
す
る
こ
と
が

な

？ 何ただ
こ
れ
、

た
ん

ど
、

か け

ポ
ス
ト
に

入

っ
て
い

う
ち

に

か
ら
』
と
な
く

「そ
の

だ
さ
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
の

は
、
な
く
な
る
ま
で

は
差
別
さ
れ
て
も
し

か
た
が
な
い
、
そ
れ

ま
で
が
ま
ん
し
て
く

よ

ｃ

た
ち

そ
う
い
え
ば
、

ど

の
人
一死

差
別
も

ン
セ

ン

な
い
も
の
ね
え

あ

ら
お
か
え

り
な
さ

/7ヽ

権
の
冊
子

だ
わ
。

吹
権
の

え
ば

と
い
う
人
が
い
る

け
ど
ね
。

は
そ
っ
と
し
て
お

け
ば
な
く
な
る
』

国民年金だより

所得が低いなど保険料の納付が困難な場合、現行では申請により保険料の全額または半額を免除する

制度がありますが、できるだけ保険料を納付しやすくするために、所得に応じた多段階免除を設けること

になりました。平成18年 7月 1日から従来の全額免除・半額免除に加え、新たに4分の1・ 4分の3を免除

する仕組みが加わり4段階の免除制度 (多段階免除制度)になります。

免除の対象となる所得 (収入)のめやす (平成18年度)

※「2人世帯」「4人世帯」は夫か妻のどちらかのみに所得 (収入)がある世帯の場合です。
※多段階免除制度は、本人だけでなく、配偶者や世帯主も各段階の免除基準に該当していることが

必要です。

※上記表内の ( )内は収入ベースです。なお、この表はあくまでもめやすですので、詳細につい
ては熊本東社会保険事務所または住民生活課国民年金係でお尋ねください。

4分の3免除 半額免除 4分の 1免除
57万円 (122万円) 93万円 (158万円) 14]万円 (227万円) 189万円 (296万円)

92万円 (157万円) 142万円 (229万円) 195万円 (304万円) 247万円 (376万円)

162万円 (257万円) 230万円 (354万円) 282万円 (420万円) 335万円 (486万円)

TEL 0

平成 18年7月から保険料免除制度が4段階になります
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lr/onthly Flash News|||111■||||・  ・ 在農生藩謀 尚轟持栄襟
せいき  さべつ     じんけん せいき
21世紀が差別のない“人権の世紀"に

なるように正しい知識を身につけよう!
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税
務
職
員
（国
税
専
門
官
）
募
集

¨
一畔
一輔
袖
藩
は
請
り
髪
錮
交
通
安
全

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
採
用
試
験
の
受
験

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
受
験
資
格

・
昭
和
５４
年
４
月
２
日
～
昭
和
６０
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方

（学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

。
昭
和
６０
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学

を
卒
業
さ
れ
た
方
及
び
平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
予
定
の
方

○
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

○
申
込
書
の
受
付
期
間

４
月
３
日

（月
）
～
４
月
１４
日

（金
）

（郵
送
の
場
合
）
４
月
１４
日
の
通
信
日
付
印
有
効

（持
参
す
る
場
合
）
土
。
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
第
１
次
試
験
　
６
月
１１
日

（日
）

○
申
込
用
紙

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税
局
ま
た
は
阿
蘇
税
務

署
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
験
申
込
先

〒

８

６

０

‐
８

６

０

３

熊
本
市
二
の
丸
１
‐
２

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

』
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

総
務
大
臣
表
彰

馬
原
伴
男
さ
ん
（高
森
ｉ
町
）

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及

・

浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
県
民
自
身
に
よ

る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
期
　
間

４

月

６

日

（
木

）

～

４

月

１５

日

（
土

）

の

１０

日

間

○
統

一
ス
ロ
ー
ガ
ン

高
齢
者
　
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
で
防
ぐ
事
故

○
運
動
重
点
等
及
び
推
進
項
目

・
運
動
の
基
本

「子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

。
重
点
目
標

「自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
」

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
」

○
統

一
行
事
日

県
内

一
斉
ア
ピ
ー
ル
日
　
４
月
１３
日

（木
）

運
動
の
重
点
目
標
を
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
県
内

一

斉
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

平
成
１８
年
度

第
１

危
険
物

取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

消
防
法
第
１３
条
の
５
第
１
項
の
規
程
に
基
づ
き
熊
本
県

知
事
の
委
任
に
係
る
平
成
１８
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
日
　
時

６
月
１１
日

（日
）

○
試
験
地

熊
本
市
、
八
代
市
、
玉
名
市

○
試
験
の
種
類

甲
種
・乙
種
第
１
類
～
６
類
・丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

○
受
験
願
書
の
請
求
先

。
（財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

・
最
寄
り
の
消
防
本
部

○
受
験
願
書
の
提
出
先

（財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

○
受
付
期
間

４
月
２０
日

（木
）
～
４
月
２６
日

（水
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

〒

８

６

２

‐
０

９

７

６

熊
本
市
九
品
寺
１
丁
目
‐１
番
４
号
熊
本
県
教
育
会
館
内

Ｌ
０
９
６
‥
３
６
４
‥
５
０
０
５

Ｌ
０
９
６
‥
３
６
４
‐
７
６
１
０

元気な双子の子牛誕生

瀬井正三さん (津留・山付)

瀬井正三さん宅で珍しい双子の子牛が誕生しま

した。

2頭は、瀬井さん所有の「みつしげなみ」が 2月

13日 に出産した子牛で、1頭はみつしげなみの母乳

で、1頭は人工乳で元気にすくすくと育っています。

この日は、藤本町長が瀬井さん宅を訪問。藤本

町長が人工乳を与えるとおいしそうに飲んでいま

した。

高森町人権同和教育研修会

人権は日々 の生活の中で養う
高森総合センターで「高森町人権同和教育研修

会」が行われました。

人権啓発映画「ぬくもりの彩」の上映後、熊本

県教育庁人権同和教育課指導主事の池上寿詔さん

が「人権教育の推進について」と題して講演。「人

権を養う心は、日々の生活の中で実践すること」

と参加者約150人に訴えました。

9 texeuoRr ro\?N-zoo6.4

熊本県庁で行われた「平成17年度明るい選挙推

進県民大会」において、馬原伴男さんが総務大臣

表彰を受賞しました。

馬原さんは、昭和52年 5月 に町選挙管理委員に初

当選以来、平成13年 5月 まで 6期 24年在職。平成 9

年 5月 からは委員長として、円滑な選挙管理運営に

尽力したことが評価され今回の受賞となりました。

齋藤満男さんが熊本県社会福祉功労者表彰を受賞

しました。

齋藤さんは、平成12年 4月 のボランティア協会設

立に携わり、設立と同時に会長に就任。会員の指導、

統率に尽力しました。また、機能訓練教室や高齢者

学級などにスタッフ、サポー ト役として参加 したこ

とが評価され今回の受賞となりました。
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ヘルスサポーター21事業

中学生が健康づくりを学ぶ
高森中学校で「ヘルスサポーター 21事業」が行

われました。

ヘルスサポーターとは、自分の身体レベルや生

活スタイルに基づいた健康づ くりを実践 し、自己

を確立する人をいいます。

この日は、1年生67人がヘルスサポーターの町食

生活改善推進委員連絡協議会員18人から適正体重

や朝食の大切さなどを学びました。

町
内
小

・
中
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校
卒
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式

慣
れ
親
し
ん
だ
学
校
に
別
れ

高森保育園バイキング給食

大好きな料理がズラリ!
高森保育園で毎年恒例の「バイキング給食」が

行われました。

日ごろは好き嫌いをなくすため決められた給食

を食べていますが、この日だけは好きなものを好

きなだけ食べられるとあって、園児たちは大はしゃ

ぎ。から揚げやエビフライ、スパゲテイなど、日

の前に並んだ料理をお皿に盛り、おいしそうに食

べていました。

「平成18年度新入学児童ランドセル贈呈式」が高

森総合センターで行われました。

これは、保護者の負担軽減と少子化対策の一環と

して実施しているもので今年で 3回 目。藤本町長が

「このランドセルは町民の皆さんからのプレゼント

です。大切に使ってください。」とあいさつ。その後、

新入学児童を代表して甲斐香利ちゃん (草部・社倉)

にランドセルが手渡されました。最後に後藤優也く

ん (河原・河原)が「今日はランドセルをいただき
ありがとうございました。大切に使い、いっぱい勉

強します。」とお礼の言葉を述べ、新入学児童53人

はうれしそうに持ち帰っていました。

また、町社会福祉協議会から黄色の傘、町教育委

員会から防犯ベルも贈られました。
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3月 13日 に高森中学校と高森東中学校で、 3月 23

日に高森中央小学校と高森東小学校でそれぞれ卒業

式が行われました。

今年度の卒業生は高森中央小学校68人、高森東小

学校11人、高森中学校59人、高森東中学校18人です。

高森地区防犯協会連合会

管内17校に防犯資材贈呈
高森地区防犯協会連合会が管内の小 。中・高17校

に防犯チヨッキ170着、防犯腕章170個、防犯プレー

ト170枚を贈りました。

これは、子どもの安全対策と各校区内犯罪の未然

防止対策に使ってもらおうと贈られたもので、高森

警察署で行われた贈呈式では、会長の藤本町長から

高森地区学校等警察連絡協議会長の網谷和顧高森高

等学校長に防犯資材一式が手渡されました。

高森東中学校の卒業式では、在校生ゃ保護者、多

くの来賓が見守る中、卒業生一人ひとりに卒業証書

が手渡されました。式を終えた卒業生たちは、友だ

ちや先生との別れをいつまでも惜しんでいました。

高森中央小学校

阿蘇郡市教育論文特選受賞
阿蘇郡市教育論文共同の部で高森中央小学校が

特選、高森中学校が準特選を受賞しました。

高森中央小学校の論文テーマは、「自己を見つめ、

豊かな心をもつ子どもの育成～いのちを大切にす

る心を育む道徳授業の創造～」です。

また、個人の部でも高森中央小学校の徳川美香

先生が準特選を受賞、高森中学校の家入かよ先生

が入選しました。
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